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三重県中部，大紀町阿曽の石灰華に含まれる植物遺体の AMS 14C 年代
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Takeyuki Ueki (2015) The AMS 14C age of plant fossils in the travertine at Aso, TaikiTown, central Mie 
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Abstract:  The conspicuous travertine develops on the lower terrace of Ouchiyama River, at Aso, Taiki 
Town, Mie Prefecture, southwest Japan.  The AMS 14C age of ca. 130 yrs BP was extracted from a fossil 
tree leaf in the travertine.
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要　旨

　三重県中部，長島地域の度会郡大紀町阿曽において，
大内山川の低位段丘上には大規模な石灰華が発達してい
る．石灰華の転石に含まれる木本の葉の AMS 14C年代は
約130年前であり，江戸時代から明治時代初期のもので
あった．

１．はじめに  

　石灰華は，炭酸カルシウムに過飽和な水が地表に湧
出し，二酸化炭素の脱ガスによって，炭酸カルシウム
が沈殿した化学堆積岩の一種である．温泉水（鉱泉水）
によるものはトラバーチン（travertine），泉源水や鍾乳洞
からの流水によるものはトゥファ（tufa）と言われる（狩
野，1997）．石灰華が落葉やコケに固着し，それらの形
が押されたものは「木の葉石」と呼ばれ，日本各地で見出
されている（田上，2003など）．岐阜県温泉協会のホーム
ページ（http://www.gifu-onsen.jp/topic_museum/no_06.html，
2015年2月24日確認）によれば，岐阜県高山市の新平湯
温泉にある石灰華は，その中に含まれる木片の 14C年代
測定から，奈良時代に形成されたとされる．
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曽には，温泉水の湧出によって
形成された大規模な石灰華がある．本報告では，その
石灰華中の植物遺体のAMS 14C年代測定を行った．それ
は，5万分の1地質図幅「長島」の調査・研究の一環として，
石灰華が載る段丘の編年を目的として行われた．

２．石灰華の地形の特徴 

　大紀町阿曽には複数の泉源からなる阿曽温泉群があ

り，温泉水は石灰岩中の亀裂を通って湧出した含土類食
塩放射能泉である（上治，1959；大野・小瀬，1968）．阿
曽集落北部のJR紀勢本線脇には3つの泉源が集中してお
り，それらの中心（世界測地系で北緯34.342226度，東経
136.409054度：第1図）には，直径約25 m，高さ約4 mの
石灰華が形成されている（第2-1図）．この石灰華は，地
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第1 図  三重県度会郡大紀町阿曽における石灰華の位置． 
基図は国土地理院の地図閲覧サービスによる1: 
25000地図を使用．

Fig. 1  Location of the travertine at Aso, Taiki Town, Mie 
Prefecture

  Base map is after 1: 25,000 topographic map published 
on the website of Geospatial Information Authority of 
Japan.
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元では「ガマイシ」，「丸塚」，「潮の山」などと呼ばれ，大
紀町の天然記念物に指定されている．石灰華の表面には
細かい凹凸があり，全体に空隙が多い（第2-2図）．石灰
華の頂部にはかつて温泉水が湧出していた直径約1.5 m
の凹地があるが，現在は基部の道路脇から温泉水が湧出
している（第2-3図）．

３. 石灰華に含まれる植物遺体

　磯部（1986）によれば，石灰華からクリ，ブナ，カシワ
の葉の印象化石が明治14年に記録されている．今回，石
灰華の頂部に近い側面で植物遺体を含む数個の転石を発
見し，大紀町郷土資料館の許可を得て採取した．転石は，
石灰華の頂部の表面が崩れたものと思われるが，もとも
とあった場所は定かでない．転石の植物遺体が多く含ま
れる部分は，ラミナ状になっている（第3-1図）．植物遺
体の多くは木本の葉であり，葉身の大部分は印象化石と
なっている．転石をハンマーで割って明瞭な葉を見出せ
たものは，葉形，葉脈から照葉樹のシイ，カシと判断さ
れる（第3-2図）．ただし，転石をさまざまに濃度を変え
た塩酸につけてみても，葉身は残らなかったので，それ

以上の葉の同定はできなかった．

４．植物遺体の AMS 14C 年代

　大紀町阿曽の石灰華は，大内山川右岸の低位段丘上に
ある．石灰華は2万数千年前の最終氷期からでき始めた
とされているが（磯部，1986），低位段丘の年代は現在ま
で得られていない．一方，石灰華は段丘の離水後に発達
したものだから，段丘の年代は石灰華の年代より古いは
ずである．石灰華に取り込まれた植物遺体を 14C年代測
定に適用することによって，温泉水の年代に影響されず
に，石灰華の年代を求めることができる．
　そこで，石灰華に含まれる葉を1.2 Nの塩酸，0.1Nの
水酸化ナトリウム，1.2 Nの塩酸で洗浄し，炭酸カルシ
ウムを除去した後に取り出された有機物をAMS 14C年
代測定に供した．測定は株式会社パレオ・ラボに依頼
した．年代値はLibby の半減期5,568 年を用いて算出し，
δ 13C 値により同位体分別効果の補正を行った．そして，
OxCal 4.2 較正プログラム（Bronk Ramsey，2009）とIntCal 
13較正曲線（Reimer et al.，2013）を用いて，暦年較正を行っ
た．その結果，石灰華中の葉のAMS 14C年代は130±20 
yrs BPであり，その暦年較正年代は1,680 ～ 1,764年（33.8 
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第2図   石灰華の現地写真．
   1，道路から見た全景．表面全体に低木が生え

ている．2，表面の構造．3，基部の道路脇から
湧出する温泉水．

Fig. 2   Field photographs of the travertine  
1, Whole view from the road.  Shrubs grow over the 
surface.  2, Surface structure.  3, Spring at the base of 
travertine beside the road.
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三重県の石灰華に含まれる植物遺体の AMS 14C 年代（植木）

第3 図  植物遺体を含む石灰華の転石の写真． 
1，植物遺体が多く含まれるラミナ状の部分．2，木本の葉（シイ）の印象化石．

Fig. 3   Photographs of the clast of travertine with fossil plants

  1, Laminae-like structure containing abundant fossil plants. 2, Tree leaf (Castanopsis) impression fossils.
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Site Material δ13C (‰)
Conventional

14C age (1σ, yr BP)
Calibrated 14C age (cal AD)
± 2σ range (probability)

Laboratory
number

Aso, leaf in the -29.40±0.13  130±20  1,680-1,764 (33.8 %) PLD-17415

Taiki Town travertine 1,801-1,892 (46.4 %)

1,908-1,939 (15.2 %)

第1 表  AMS 14C 年代測定の結果
Table 1  Result of AMS 14C dating

%），1,801 ～ 1,892年（46.4 %），1,908 ～ 1,939年（15.2 %）
となった（第1表）．
　以上の結果から，AMS 14C年代測定に供した石灰華中
の葉は，江戸時代から明治時代初期のものである可能性
が高い．このような若い年代が得られたのは，石灰華の
表面から試料を採取したためである．江戸時代から明治
時代初期には，石灰華の頂部あるいは側面から温泉水が
湧出ており，そこに葉が落ちて，石灰華に取り込まれた
と考えられる．低位段丘は江戸時代から明治時代初期よ
り古いと言えるが，それ以上詳しく編年することはでき
なかった．
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